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活動の概要（活動の主体：法人および個人） 

【活動目的】 

認知症介護指導者として、認知症ケアに関する講義を実施し、認知症ケアの普及啓発に貢献する。 

【活動内容】 

①自施設における地域向け公開講座の実施（法人として） 

②他事業所の認知症ケア研修の講師（個人として） 

活動のきっかけ、背景（指導者としての立場で） 

①について 

 岐阜県立飛騨寿楽苑では地域活動として地域向け公開講座を企画実施している。 

 認知症ケアの講座も企画しており、当該講座の講師を務めた。 

②について 

 認知症介護実践者研修の受講生の施設から「認知症ケアの講義をしてほしい」と 

 の依頼を受け講義を行った。 

活動の経過と成果 

【活動の経過】 

①について 

 平成 29 年 7 月 地域向け公開講座 認知症サポーター養成講座（参加者 21 名） 

 平成 29 年 9 月 認知症ケア研修 実践！ひもときシート入門講座（参加者 35 名） 

 平成 30 年 7 月 認知症サポーター養成講座（参加者 42 名） 

 平成 30 年 9 月 認知症介護講座（参加者 36 名） 

②について 

 平成 30 年 3 月 他事業所にて認知症ケア研修実施（参加者約 20 名） 

 令和元年 9 月  他事業所職員対象に認知症ケア研修実施（参加者約 35 名） 

 令和 2 年 11 月 他事業所職員対象に虐待防止研修実施（参加者約 70 名 ZOOM） 

【活動の成果】 

①について 

  認知症ケアに関する研修を実施し、認知症ケアの普及啓発を行った。 

  参加者からは「認知症の人の気持ちが分かった。」「認知症の人が何を困っているのかがわかった。」

など認知症の人の気持ちに寄り添う意識の変化がうかがえる感想が多かった。また、地域向けの公開

講座ではあったが、地域住民の参加が少なかったことは残念であった。 

 ②について 

  認知症介護指導者として依頼され、介護に関する研修を実施した。 

  令和元年までは対面の研修を実施したが、令和 2 年度はコロナ禍の中での開催であり、ZOOM を使

ってのオンライン研修を行った。 

  総じて、事業所の福祉力の向上に貢献したと思われる。  

今後の展望 

法人の事業所における認知症研修については、高齢者施設に配属になった場合に実施する可能性が

ある。 

 他法人からの講師依頼については、要望があればできるだけ受けていきたいと考えている。 

 

3：医療・ケア・介護サービス・介護者への支援（認知症施策推進大綱の５つの柱） 

 

こちらの事例報告は、「認知症介護指導者養成研修等のアウトカム評価に関する調査研究事業報告書（令和 2 年度老人保健健康増進等 

事業）」の巻末資料【認知症介護指導者の活動事例】からの抜粋です。 


